
守山まるごと活性化 議事要旨    

会議名： 

日時：令和２年１月 25 日（土）午前 10 時から 

場所：守山会館１階 和室  

出席者：井上代表、和田副代表、竹村、中島、脇、五次、杉本 

  守山会館：川上、臼井  市民協働課：川尻 

 

議題 
１．わがまちミーティング 

２．自治会の課題解決に向けた検討 

会議要旨 

内容 

１．わがまちミーティング 

(1) 参加申込状況およびアンケート回収状況について 

●参加者 18 人…会議後に 1 名追加があり 19 名 

男性 8 名、女性 11 名 

  20 代 2 名、30 代 3 名、40 代 8 名、50 代 1 名、60 代 1 名、70 代 4 名 

●PJ 委員の出欠 

 今回会議の出席者 7 名は全員出席。他は守山会館にて確認。 

➝田中自治会長も出席で、PJ 委員からは 8 名 

  

(2)当日の内容について 

【意見等】 

・アイスブレイクの③の「休日」は、働いていない人には分かりにくい。 

→「余暇」に変更する 

・アイスブレイクの④は何を書けばいいのか分からない。 

 →「『私の好きなもの』（例：好きなテレビ番組、好きな映画、好きなスポーツ、守山の好きなと

ころ）」とする。 

・発表者を各グループの参加者から選ぶということを、開会式の段階で知らせておくべきでは。 

 →開会式での、当日の流れの説明に加える。 

・PJ 委員も意見を述べていいのか？ 

 →問題ないが話を独占することが無いように。また、話が脱線しそうな時などにファシリテータ

ーをフォローしていただけると助かる。 

 

２．自治会の課題解決に向けた検討 

(1) 民生・児童委員、健康推進員、福祉協力員に関する関係機関との協議について 

●当プロジェクトのスタンスの確認 

【意見等】 

令和元年度 第６回守山学区まるごと活性化プラン A プロジェクト会議 

作成者：臼井 



・関係機関へ単に要望をするのではなく、一緒に解決策を検討する…全員異議なし 

●その他 

【意見等】 

・私の自治会は、委員の選び方等を抜本的に見直した 

① 自治会長ではなく各班から推薦する形にした。まず各班長には委員の制度について詳しく説

明し、それを班長から班員へ伝えて人選してもらった。このようにすることで、全住民に趣旨

を周知することができる。 

② 福祉協力員の人数を増やし、一人の負担を減らした。 

③ 自治会行事についても、アンケート調査を行い、必要性の低いものは廃止予定。 

・民生・児童委員については、「やって良かった」という声も聞く。そういった声をもっと広げな

ければならない。 

・住民は必要性を認識していない。市がもっと周知する必要がある。 

・本プロジェクト会議にて、関係機関と協議したが、その後の経過は？ 

 →(守山会館)各団体の役員会等において改善の検討がなされていると聞いている。 

・関係機関との連絡調整等は市民協働課が担ってくれるのか？また、この問題は守山学区だけでは

なく、市全体に関わることであるということを市は認識してほしい。 

 →(市民協働課)これまでは当課があまり間に入ってはいなかったので、会館と相談しながらでき

る事をさせていただく。また、市長も「人づくり」を掲げており、市の企画部門としても課題

認識している。 

・自治会によって状況は様々であるのに、なぜ一律に「各自治会●人以上」となるのか疑問である。 

・健康推進員は公募がなされているが、周知方法や結果、応募理由はどうなのか？他の委員にも応

用できるのではないか？ 

 →(市民協働課)担当課に確認します。 

 

 

 

決定事項 
・わがまちミーティングの当日の流れ 

・次回会議 ３月７日（土）午前 10 時から 

次回以降につ

いて 

・わがまちミーティングの実施結果 

・今年度のまとめ、次年度の計画 

 


